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貿易赤字の縮小は輸出と輸入のどちらによるものか
対象は2019–2024年の貿易確定値。

結果

2024年の貿易赤字は5.628兆円で、2023年から3.894兆円縮小した。輸出額は6.214兆円増えたが輸
入額も2.321兆円増えた。輸入減少による赤字縮小ではない。

比較期間を変えると

2022年との比較では収支が14.701兆円改善した。輸出増加は8.914兆円、輸入減少は5.787兆円で、
両方が改善に寄与した。比較の始点によって説明が変わる。

注意

名目円建ての総額。数量、単価、為替の効果を分離できず企業利益や景気の良否を判定しない。輸
出は本船渡し価格、輸入は運賃・保険料込み価格で計上基準が異なる。

業務で必要なデータ

自社の輸出入を調べる場合は通関日、品目コード、数量、数量単位、通貨、円換算額、運賃・保険
料をそろえる。同じ品目と単位で数量と単価を分け、仕入価格や売価の変更を確認する。取引先別
の利益には原価や販売費も必要になる。

貿易赤字の縮小は輸出と輸入のどちらによるものかの集計結果

財務省・税関「年別輸出入総額（確定値）」を加工。2026年9月7日取得。保存した表の最終年は
2024年。

https://www.customs.go.jp/toukei/suii/html/nenbet.htm

